
甲 B 第 4 号証

令和 2 年 10 月 19 日

大川原化工 機株式 会社

エン ジニ アリ ング部

大川原化工 機 株式 会社 製 噴霧乾燥 器 「 ス プレ ー ド ライ ヤー RL-5」 ( 以

ドド 、「RL-5」 と いう 。) の温度測定 (以下 、「 本 測定 」という 。) を 行っ

た結果について、 下記のと お り 報告する 。

1 目的

RL-5 内部 で 特に 低温ことな る 箇所 の確認及び 当該 箇所 の 温度測定を実

施するため。

2 結果

RL-5 内 部 で特に 低温 とな る 箇所 及び その最高温度は 、

「 乾燥 室 測定 口 」 s3. 0 で

「 サ イク ロン 下部裏側 (周辺 ) 」 37. 2 で

「 サイク ロン ポッ ト内部」 350。 9 や

「 バグフィルタト 下部 裏側 」 es 9 や

「バ グフ ィ ル タ ポ ッ ト 内 部」 33. 8 で

で あら た 。



3 本測定の内容

(1 ) 測定日時

令 和 2 年 7 月 28 日午前 9 時 4 3 分か ら 午後 5 時 0 分まで

( 2 ) 測定場所

静岡県 富士宮 市 山宮 2165-26

大川原化工 機株式 会社 粉体技術研究 所

(3 ) 測定 対象 機器の 仕様

型式 RL-5

熱風入口 温度 2 580 で

排 風出口温 度 10 0 で

水分蒸発量 7 kg/h

(4 ) 温度 測定 器

| _ や や 、 た

超小型 ボタンサ イズ の 温度記録計

温度データロ ガー「 ス ー パ ー サー モ クロン」

温度測定分 前 : 0 てて 1 23 ぞ で

表示 最小 単位 (分 解 能 ) : 0.、 1 で

測定確度 :100 て て 1 1 0 で の範囲において = ょ 1 .

110 て一 1 2 3 で の範囲においてょ 1 .

(53) 運転 条件 及び運転 方法

|

イ

運転 条件

2 で

8 て

入 日 設定温度 2 4 0 で 、 送 風 機 周 波数 6 0 Hz、 排 風 機 周波数 6 0 Hz

と し た。

運転 方法

液体を噴霧せず、熱 風 のみを RL-5 内部に 送り 込む 運転 を約 7 時間

1 3 分実施した。



な お 、 サ イク ロン粉 体 回 収用ボッ ト 及 び バ グフ ィ ル タ 粉 体 回 収用ポ

ッ ト を 取り 付け 、 サイク ロン ダン パ 及 び バ グフ ィ ル タ 弁 を 閉じ た状態

で、 上記運 転 を実施した。

(6 ) 温度測定筒所 及び方法

次のとおり 、RL-5 内部 で低温となる可能性のある場所を測定 箇所

B 「 サ イク ロン入日 測定口」

C _ 「 サイク ロン 下部 裏側 (中 央 ) 」

D 「 サ イク ロン ド部 理側 (周辺 ) 」

E 「 サ イク ロンポボット 内部」

っ 「 バグフィルタ 下部」

G _ ! バパグフィルタ 下部 裏側」

H 「 バ グフ ィ ル タ ポ ット 内部」

「 ス ー パ ー サ ー モ クロン」 を 各測定箇所に貼付して温度測定 を実施

また 、実験条件を 確認 するた め 、 排風出口温度の測定 箇所であるサ

イク ロン人 入口測定日 の空気温度を測定 するた め の 極細型熱電対を取

り付 けた。

(7 ) 測定 経過

ア 午前 9 時 4 5 分 、RL-5 の 入口設定温度を 2 4 0 で 、 送風機周波数 を

6 0 日 z、 排 風 機周波数を 60Hz に設定して運転を開始した。

な お 、 運転 開始時の外気 温は 2 5 てで あった。

イ 午前 10 時 16 分 、RL-5 の操作パネルに表示され る 入 日温度 が 2

3



4 0 で に 到達 し た。そ の後 も 、 入 口温度 2 4 0 で 、 出日温度 2 0 0 で 、

送風機周波数 6 0Hz、 排 風 機周波 数 6 0Hz の 条件のまま 運転を継続

し た 。

ウ 午後 5 時 0 分、運転 開始から約 7 時間 1 8 分 が 経過 した こと から、

温度測定を終了した。

な お 、 運 転 終了時 の 熱風 入 日 温度 は 2 3 9. 8 で、 排風出口温度 は

201. 3 てと、外気温 は 2 8 てで あっ た 。

(8 ) 測定 結果 ( 各測定 箇所 の 最高 温度 )

「 スー パー サー モク ロン 」 を 回収 し 、解析ソ フト 「RH manager」

に お いて デー タ 解 析 を 実施 したと ころ 、 各測定 箇所 の最高温度 は 以下

の と お り で あっ た (資料 3 参照 ) 。

> 「乾 燥室測定 S3. 0 て

B 「 サ イク ロン 入口 測定 口 」 ao 8 で

C _「 サイク ロン下部裏側 (中 央 ) 」 73. 2 で

D |! サイ クロ ンド 部 裏側 (周辺 ) 」 37. 2 で

EE 「 サ イク ロン ボッ ト 内 部 」 30. 9 て

F 「 バ グフ ィ ル タ 下部」 126. 6 で

G 「 バ グフ ィ ル タ 下部裏側」 37. 9 で て

H 「 バ グフ ィ ル タ ボポボッ ト 内部 」 33. 8 や

(9) 添付資料

本温度測定に 関す る下記の資料 にそれ ぞれ資料番号及び資料名 を

付し、本 書末尾 に添付する。

ア 本測定の測定対象機器の全体配置 図 の写し 【資料 1】

イ 敵 定 経過を 明らか に する た め に 、 小職 が 撮影した写

【 資料 2 】

ウ 「 ス ー パ ー サ ー モ クロ ン 」 の デー タ を 解析し 、 小 職 が作成した

[ 真 1 8 枚
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「スー パ ー サ ー モ クロ ン 」 計測データ 【資料 3】

0



RL-5 全体配置図
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測定筒所 B を撮影。



サイ クロ ン 下部 および サイ クロ ン ポボットを撮影 。






